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人のうごき（平成19年10月31日現在）／人口 2,926人（－2） 男 1,420人（－1） 女 1,506人（－1）・世帯数 925（－2）
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郷土料理を試食しました。
スダチ料理最優秀賞受賞者と記念撮影
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　国文祭のメインイベントの１つとして行われた「スダチ料理コンテスト」。11月3日
の当日、特別ゲストのヨネスケさんも参加し、表彰式が盛大に行われました。
　第1次審査の様子は先月号で紹介しましたので、今回は試食による2次審査の様
子をお知らせします。

　料理部門

■タイトル　すだちの香り天ぷら　
■考　案　者　鳴門市の北野たかこさん
■講　　評　皮の渋みが気になるもののスダチを丸ごと
使った点が高得点に繋がりました。
■考案者のコメント　捨てられているスダチの皮を活用
した料理を作りたかった。いかに渋みを抜くかに苦労
しました。

　10月9日（火）、１次審査を見事通過した作品は、各部門あわせて10品。
2次審査は、考案者の皆さんが実際に調理し、試食して最優秀作品を選びました。
　１次審査を通過した10人の中には県外からの参加者もいたので、県外から
の参加者の料理については、料理コンテストを担当するしゃくなげ市のお菓
子部の皆さんが代理で調理を行いました。

　審査員は、第１次審査と同様、市内のホテル関係者及び県庁の管理栄養士、
そしてしゃくなげ市のみなさんと企画運営委員長の市原さんの8人。
　１次審査では、「レシピだけでは味が想像できない」と審査を悩まれていた
市原企画運営委員長が、2次審査では、「どれもおいしくて甲乙つけがたい、
食べれば食べるほど悩んでしまう」とおいしいものを食べながら、考え込んで
いたのが印象的でした。

　お菓子部門

■タイトル　レアチーズ阿波（Our）の香
■考　案　者　城西高等学校　神山分校　3年生
　　　　　　和田　あかねさん
　　　　　　石川　未来さん
　　　　　　浦本　智鶴さん
■講　　評　１次審査を通
過した3品の中で、一番
スダチの風味と味がした。
■考案者のコメント　
　通常ならレモン汁を使う
レアチーズケーキにあえ
てスダチ酢を使いました。なかなか牛乳が固
まらず分量に悩みました。

　飲物部門

■タイトル　スダチジュース
■考　案　者　鳴門市の北野千裕さん
■講　　評　スダチの香りが感じられる
１品で寒天で固める一工夫がおもしろい。
■考案者のコメント　スダチの皮の香りを感じられる１
品にしたかった。寒天がうまく固まらず、試作・試食
の毎日でした。

コンテスト

　料理部門と飲物部門の最優秀作品の考案者の北野たかこさんと
千裕さんは親子で、親子受賞に大変喜ばれていました。

　今回の「スダチ料理コンテスト」は、佐那河内
の特産物の１つであるスダチの新しい利用方法、
調理方法を村内外多数の参加者から教えていた
だきました。ご応募してくださった皆さん、あ
りがとうございました。そして最優秀作品に選
ばれた３組のみなさん、おめでとうございます。

慣れない場所での作業は一苦労。

試食品の
制作中。

審
査
員
も
悩
み
通
し

審査員と受賞者の記念写真

見事最優秀作品に選ばれたのは、次の3品です。
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月

　
　
　
　〈
場
所
〉（
出
席
者
）

３
日
　
長
野
県
筑
北
村
議
会
議
員
視
察
来
村
〈
農
振
Ｃ
〉

（
加
藤
議
長
、
吉
本
事
務
局
長
）

９
日
　
村
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会
全
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農
振
Ｃ
〉（
全
議
員
）
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会
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〈
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全
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川
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１４
日
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回
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民
体
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央
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全
議
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〜
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成
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び
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監
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２４
日
　
村
農
業
委
員
会
総
会
〈
農
振
Ｃ
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仁
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合
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〈
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松
島
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（
岩
佐
監
査
委
員
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日
　
１０
月
分
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月
出
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検
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〈
役
場
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、
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監

査
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会
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員
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流
会
〈
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山

町
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員
９
名
、
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務
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長
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２７
日
　
第
２２
回
国
民
文
化
祭
開
会
式
〈
徳
島
市
〉（
加
藤
議

長
）

２９
日
　
村
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
〈
農
振
Ｃ
〉（
加
藤
議

長
）

同
日
　
国
文
祭
実
行
委
員
会
〈
農
振
Ｃ
〉（
加
藤
議
長
）

同
日
　
国
保
運
営
協
議
会
〈
農
振
Ｃ
〉（
尾
山
、
大
岩
委
員
）

か？か？んんんかんかかかせんせん窓会のお便りに同封していただけませ窓会のお便りに同封していただけませ同窓同窓窓会のお便りに同封していただ窓会のお便りに同封していただ窓窓会のお便りに同封していただけま会のお便りに同封していただけま かかのお便りに同封していただけませのお便りに同封していただけませせせ窓会のお便りに同窓会のお便りに同同同 んんりり窓会のお便りに同窓会のお便りに同窓窓窓窓 便りに同封していただけま便りに同封していただけまお便りに同封していただけませお便りに同封していただけませせせ かか窓窓 お便お便 ？？窓会のお便りに同封窓会のお便りに同封会のお便りに同封していただけませ会のお便りに同封していただけませせせお便りに同封していただお便りに同封していただ窓窓同窓会のお便りに同封していただけませんか？

内市町村で構成する「団塊の世代対策推進協議会」では、このたび、人　県及び県内 人口減少少対策の一環
として、最も移住の可能性の高い地元出身者に重点を置き、ふるさとの様子やとして 最も Uタターン者の受け入れ
環境などを紹介するＰＲパンフレットを作成しました。
　そこで、ＰＲパンフレットの配布にご協力いただける、小中高校の同窓会事務局やふるさと会事務
局に対し、送付にかかる費用として、1通あたり90円を助成します。（県外在住者送付分のみ）
　この機会に、県外在住の知人、同窓生に“ふるさと徳島”のパンフレットを送付いただき、回帰の
きっかけづくりへのご協力をお願いします。

◎助成の申し込み・問い合わせ先：総務企画課◎

～Ｕターン者等向けＰＲパンフレット配布のご協力につい～ いて～～



村では、次の職種の臨時職員の登録制度を実施します。
◆ 職　　種　一般事務、保育士、調理員、用務員
◆ 受付期間　11月16日から随時。ただし役場の執務時間内に限ります。（郵送可）
◆ 登録の有効期間　平成20年4月1日から平成22年3月31日まで
◆ 採用決定　職種ごとに採用の必要が生じた時点で、登録者を対象に面接を行い採用者を決定します。
◆ 申 込 先　総務企画課　〒771-4195　佐那河内村下字中辺71-1
◆ 申込方法　市販の履歴書に写真を添付して総務企画課へ提出してください。（郵送可）
　　　　　　 履歴書の上部余白部分に必ず希望職種を朱書きしてください。
◆ 備　　考　★賃金は見込み金額のため、今後改正されることがあります。
　　　　　　 ★登録は、原則村内在住者を対象としています。
　　　　　　 ★身体障害者手帳所有者で、自力による通勤ができ、介護者なしに職務の遂行が可
　　　　　　　 能な場合は登録できます。

職　　　　　種

職　務　内　容

勤　務　時　間

賃　　　　　金

雇　用　期　間

福　利　厚　生

用　務　員

清掃業務など

勤務日によって異なる

時間給　80０円以上

誰でも登録できる職種一覧

登録に資格を要する職種一覧

職　　　　　種

資　格　要　件

職　務　内　容

勤　務　時　間

賃　　　　　金

雇　用　期　間

福　利　厚　生

一　般　事　務 保　　育　　士 調　　理　　員

採用時40歳以下でパソ
コン（ワード、エクセルな
ど）経験者

事務補助

日額　６，4００円

6ヶ月を超えない範囲。ただし、1回に限り6ヶ月を超えない範囲内で更新する場合があります。

健康保険・厚生年金・雇用保険等・・・原則3ヶ月以上継続雇用の場合

日額　７，５００円
時間給　80０円以上
（免許所持者は850円以上）

8時30分から17時15分まで
1日につき8時間を超えな
い範囲で別に定める

勤務日によって異なる

0歳児から5歳児までの
保育補助

調理補助

採用時55歳以下で
保育士免許保持者

採用時55歳以下で
調理師免許保持者
（調理経験者も可）

健康保険・厚生年金・雇用保険等・・・原則3ヶ月以上継続雇用の場合

6ヶ月を超えない範囲（勤務時間は、原則週30時間未満）。
ただし、1回に限り6ヶ月を超えない範囲内で更新する場合があります。

佐那河内村臨時職員の登録制度のお知らせ佐那河内村臨時職員の登録制度のお知らせ



国民
年金

国民年金保険料の年末調整や確定申告は、
　　　　　「領収書」・「証明書」の添付が必要です。

　
納付には、納め忘れのない 
　口座振替　が便利です。

国民年金保険料は
納期を守って
納めましょう!

　国民年金保険料は全額が社会保険料控除（非課税）の対象となります。1年

間に納付した保険料の額を証明する控除証明書（ハガキ）は社会保険庁から

11月上旬に送付されます。証明内容は、本年1月から10月1日までに納付さ

れた国民年金保険料の額と、年内に納付が見込まれる場合の納付見込額です。

年末調整や確定申告の手続きの際には、必ずこの証明書や領収書が必要とな

りますので、大切に保管してください。

◎問合先：控除証明書専用ダイヤル（平成20年3月14日までの平日9:00～17:00）

　　　　　ＴＥＬ　0570－00－9911

　老齢福祉年金の受取方法について、これまでは郵便局窓口での証書の提示による現金支給を行って

きましたが、平成19年10月から、郵政公社が民営化されたことに伴い、銀行などの金融機関の預金口座、

ゆうちょ銀行（郵便局）の貯金口座への振り込みまたは、郵便局窓口での国庫送金通知書の提示による

現金支給に変更されることになりました。12月支給期（11月に受取を希望の人は11月が支給期）の受

取については、ご注意ください。

　なお、年金証書の取り扱いについては、受給権者ご自身で保管することになりますので、今後社会保険

事務局へのご返送の必要はありません。

◎問合先：徳島社会保険事務局年金課　ＴＥＬ　088-634-1173

老齢福祉年金を受けている皆さんへ老齢福祉年金を受けている皆さんへ老齢福祉年金を受けている皆さんへ老齢福祉年金を受けている皆さんへ老齢福祉年金を受けている皆さんへ

　財団法人日本容器包装リサイクル協会によって行われている、ＰＥＴボトルベール品※の

検査が行われましたので、お知らせします。

　※使用済みのＰＥＴボトルを圧縮してヒモをかけ、ひとまとめにしたもの。

1　検査方法

・目視検査による。

　①外観の汚れ程度　②ベールの積み付け安定性　③ベールの解体性 
　※ベールの解体性とは、実際のベールを解体し、手で解体可能、ハンマー等簡単な道具を用いれば解体可能、簡単な

　　道具では解体不能、のいずれかで判定するもの。

2　結果　①、②、③すべての項目において、A判定でした。

　Ａ判定のベール品は、再商品化に差し支えないので、リサイクル業者との引き取りが良い形で継続で

きます。これからもこの品質を保てるよう一人ひとりが分別・洗浄への意識を高め、取り組んでいきまし

ょう！



第90号

　上記の預託金は、社会福祉のために役立
てて下さいと寄せられたものです。善意に
よって膨らんだ預託金を元金とした利子を
活用し、地域福祉事業などの推進のため、
有意義に活用させていただきます。
　ありがとうございました。 

吉 田　静 江 様…………………金一封

日本赤十字社から、日本赤十字社から、
災害用炊き出しセット災害用炊き出しセット
日本赤十字社から、
災害用炊き出しセット

赤い羽根募金に赤い羽根募金に
ご協力ご協力
ありがとうございました。ありがとうございました。

赤い羽根募金に赤い羽根募金に
ご協力ご協力
ありがとうございました。ありがとうございました。

赤い羽根募金に
ご協力
ありがとうございました。

老人会、コスモス園で子どもたちと交流

全員でニ
ッコリ!!

おじいちゃん  プレゼント!!

　健康づくり事業で行った、コスモス畑は今年もきれいな花をつけました。
　１０月１６日１３時から、保育所年長組の児童１３人と老人会（日下正一会長）会員３５人が、歌を歌っ
たり肩たたきをしたりと楽しい時を過ごしまし
た。児童から、摘んだコスモスをプレゼントさ
れ、老人会の皆さんはと
ても嬉しそうでした。
　来年もまた、風になび
きしコスモスを咲かせ、
通行の人たちにも和ん
でもらいたいものです。

社会福祉協議会のニューフェイス、

田  中　博さん

　

10月末をもって、

長年お世話になった丸井　明さんが退職されました。

「何事にも前向きに、
一生懸命取り組んで
いきたいと思っていま
す。よろしくお願いし
ます。」

　村では、常会などにお願いし、赤い羽根
募金396,322円のご協力をいただきました。
募金は全額県共同募金会に送付しますが、
44.89％が地域の配分として本村に配布さ
れます。
　この配分金は、村の年末助け合い事業に
使わせていただきます。

　9月27日、日本赤十字社徳島県支部創立120周
年記念事業として、災害用移動炊飯器をいただき
ました。この炊飯器は、皆様より寄せられた日赤社
費で設置しています。

　重量　44kg（ケース込）
　普通車・バンに積載可能
　ハイビックス（1合炊きのビニ
　ール袋）が一度に70～80枚
　分炊くことができる。



9/27
（木）

ツバキの葉っぱなのに！？

10/10
（水）

今年も表彰されました。

　日浦の西内さんが変わった植物を見つけたからと持ってき
てくれました。
　動植物のことはネイチャーセンターの先生に聞けとばかり
に、調べていただきました。
　奇妙な物体の正体は、ゴールと呼ばれており、餅病菌の寄
生によってモモの果実的になったものだそうです。

　2年連続で、市町村交通事故防止コンクール第2グループ（人口2万人以下の町村）第１位として、全村民
が表彰されました。
　また、今年は体育祭の会場で、老人会の皆さんと徳島
東交通安全母の会の皆さんが、交通安全意識の高揚を
目的に、提灯かた
手に、交通安全の
歌「思いやり、ゆ
ずり合い」を披露
しました。

10/12
（金）

音羽川に生息している魚たち

　石本哲也さん（下野）から「懐かしい魚がおるよ！！」と連絡を頂きました。
種の特定は、素人には難しいので、ネイチャーセンターの先生にご指導いただきました。

アカザ：ギギ科アカザ属で、１属１種であ

り、かつ日本固有種です。環境庁レッドリ

ストでは絶滅危惧Ⅱ類に位置づけられて

います。ひれのトゲを不用意につかむと刺

されて痛いそうです。

ナガレホトケドジョウ：コイ目ドジョウ科

フクドジョウ亜科に属する日本固有種で

す。水産庁では希少種、徳島県では絶滅

危惧1類（CR＋EN）に指定されていま

す。

ヨシノボリ：ハゼ科の１グループに属する魚です。
幼魚が遡上するときなどは流れの横の濡れた岩場
をさかのぼることもあり、この様子から「葦にも登る」
という意味でこの名がついたが、実際には自分から
葦を登ることはないそうです。写真のヨシノボリは、シ
マヨシノボリもしくは、トウヨシノボリだそうです。



　天候にも恵まれ、盛大に開催されました。様々
な競技が用意されていて、幼児から高齢者まで楽
しく１日を過ごしました。今年の優勝チームは、
宮前東チーム、準優勝は宮前西チームでした。地
域対抗種目の選手選考から会場設営、当日の運営
までお世話くださった公民館役員の皆さん、体育
祭運営委員の皆さんお疲れ様でした。

　「統計の日」記念式典が徳島農政事務所で行われ、長年にわ
たり農林水産統計業務にご協力された東條利治さん（東山）と尾
崎喜一さん（大西）に感謝状（永年協力者）が伝達されました。

　徳島県では、「みんなでつくろう！健康とくしま県民会議」を推進母体とし、「みんなでつくろ
う！」をキーワードに、県民の皆さんや行政、関係機関など「県民総ぐるみ」により健康づく
りを進めていく「健康とくしま運動」を推進しています。
　今回、健康づくりへの関心をより一層高めてもらうためキャッチコピーを募集します。

◎募集資格：県内在住、在勤・通学の人（小学生以上）　◎締め切り：12月10日（月）必着
※応募の決まりなど詳しいことは、徳島県保健福祉部健康増進課　健康増進栄養担当

（Tel：088-621-2208）までお問い合わせください。

10/14
（日）

第４１回
村民体育祭が開催されました！

10/18
（木）

農林水産大臣感謝状が
伝達されました。

えんやらえんやら！

小・中学校で考えた競技も
ありました。

家族リレー頑張って走ったよ！ 明日天気にな～れ！

結果は・・・

選手宣誓　岩倉功治さん

「統計の日」とは？
　統計の重要性に対する国民の関心と理解を深め、統計調査に対する国民のより一層の協力を推進するために設けられたものです。
　統計調査の結果は、国や地方公共団体などが政策や施策を規格立案する場合や企業活動などを支えるために欠くことのできない基礎
資料として重要な役割を果たしています。統計関係機関は、統計調査に地道な努力を続けていますが、何より大切なことは、国民一人ひと
りの統計に対する正しい理解と積極的な協力です。

東條さん 尾崎さん

〈豆知識〉

募募募募集募集募集募集募集募集募集集集集募集募集集中集中集中集中集中中！！中！！中！！募集中！！募集中！！募集中！！



あなたの情報 まってます（広報係）

　皇居賢所参集所において、
新嘗祭献穀献納式があり、新
米を天皇陛下に献穀されお言
葉をいただきました。新嘗祭
は、11月23日（金）の夕方か
ら深夜にかけて執り行われま
す。
　　　　　

10/26
（金）

安芸守さん（下奥野々）、新米を献穀

　国民文化祭を前に、自分たちの看板をきれ
いにするために清掃活動を行っていたしゃく
なげ市の皆さん。村内入り口のしゃくなげ市
の看板を清掃し終わった帰り道、村の観光案
内板が汚れていたので“ついでに”と清掃し
てくれました。
　消毒用のポンプやはしごを使って、木の枝
打ちやガードレールの清掃までしてくれまし
た。しゃくなげ市のみなさん、ありがとうご
ざいました。

10/30
（火）

きれいになりました！

侵入犯罪の防止…………侵入窃盗被害の大半が無施錠のところからどろぼうに入られています。
　　　　　　　　　　　カギは必ずかけよう！　留守と見抜かれない工夫を！
自転車盗難防止…………自転車の盗難が多発しています。
　　　　　　　　　　　自宅でも学校でも油断大敵！
　　　　　　　　　　　わずかな時間でも必ずカギをかけよう！
子どもの犯罪被害防止…登下校時を狙った被害が増えています。
　　　　　　　　　　　地域の子どもは、地域で守ろう！

※新嘗祭とは、稲の収穫を祝い神に感謝し、きたるべき年の豊穣を祈願する祭事（平凡社・世界大百科事典より）



　　

は
じ
め
に

　

今
年
の
４
月
、
徳
島

新
聞
の
折
り
込
み
広
告

に「
遊
休
農
地
農（
Ｎ
Ｏ
）

学
校
開
校
」
と
い
う
チ

ラ
シ
が
入
っ
て
い
た
。

そ
の
内
容
は
、「
い
ち

ご
・
す
だ
ち
」
栽
培
の

２
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー

参
加
の
方
も
歓
迎
し

ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、「
新
た

に
農
業
を
学
ん
で
み
よ

う
と
考
え
て
い
る
意
欲

的
な
あ
な
た
！
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
、
各
コ
ー
ス
５
人
程

度
の
研
修
生
を
募
集
し

て
い
た
。

　

私
は
、
そ
の
当
時
仕
事
に
疲
れ
て
悩
ん

で
い
た
時
期
で
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
対
策
に

農
業
は
良
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
、
関
心
も

あ
っ
た
の
で
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か
り
に
、
定

職
を
持
ち
な
が
ら
学
べ
る「
す
だ
ち
栽
培
」

コ
ー
ス
を
選
ん
で
応
募
し
た
。

　

盛
大
な
開
校
式

　

選
考
結
果
を
待
つ
日
々
が
す
ご
く
長
く

感
じ
た
。
そ
し
て
、
不
合
格
と
思
い
諦
め

よ
う
か
と
思
っ
た
頃
に
、
開
校
式
決
定
通

知
が
届
い
た
。
そ
の
時
は
す
ご
く
嬉
し
く

や
っ
と
安
堵
感
が
込
み
上
げ
て
き
た
。

　

開
校
式
は
、
５
月
14
日
の
午
後
に
開
催

さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
は
、
県
庁
か
ら
関

係
部
署
の
長
や
担
当
者
の
出
席
。
ま
た
、

佐
那
河
内
村
長
や
担
当
者
。
そ
し
て
、
Ｊ

Ａ
関
係
者
ら
の
顔
ぶ
れ
も
あ
り
、
思
っ
た

以
上
に
参
加
者
が
多
い
の
に
驚
い
た
。

　

私
の
「
農
学
校
開
校
式
」
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
単
に
主
催
者
と
研
修
生
に
よ
る

式
典
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
だ
け

に
、
県
庁
の
来
賓
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
の
顔

ぶ
れ
に
、
物
々
し
さ
を
感
じ
た
の
で
あ
っ

た
。
後
で
国
の
補
助
金
を
受
け
て
の
事
業

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
納
得
し
た
。
そ
し

て
、
四
国
で
唯
一
承
認
さ
れ
た
事
業
で
あ

る
こ
と
、
そ
れ
を
佐
那
河
内
村
が
受
け
ら

れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ

と
思
っ
た
。
県
と
し
て
も
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
る
一
端
を
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
で
理

解
で
き
た
。

　

式
典
の
中
で
、
全
員
が
相
互
に
自
己

紹
介
を
す
る
時
間
が
あ
り
、
10
代
か
ら
60

代
の
男
女
13
人
が
研
修
生
と
し
て
入
校
し

た
。
式
典
終
了
後
、主
催
者
の
案
内
で「
い

ち
ご
・
す
だ
ち
」
栽
培
の
両
コ
ー
ス
の
実

習
畑
や
、
昼
食
・
休
憩
所
の
建
物
も
見
て

回
っ
た
。

　

第
１
回
研
修
始
ま
る

　

そ
ん
な
中
、
第
１
回
目
の
研
修
が
６
月

２
日
に
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
「
害
虫
防

除
研
修
」と
い
う
名
目
の
通
知
で
あ
っ
た
。

研
修
畑
の
場
所
へ
は
、
役
場
に
集
合
し
た

後
、
乗
り
合
わ
せ
て
山
の
中
腹
の
傾
斜
地

の
段
々
畑
に
案
内
さ
れ
た
。

　

現
地
到
着
後
、
Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
か
ら

「
農
薬
散
布
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
の

指
導
及
び
助
言
、
農
薬
の
調
合
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
っ
た
。
研
修
生
は

「
農
薬
」
に
つ
い
て
は
全
く
知
識
が
な
い

素
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、
チ
ン
プ
ン

カ
ン
プ
ン
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

研
修
生
そ
れ
ぞ
れ
が
数
本
ず
つ
独
自
の
や

り
方
で
散
布
し
て
実
体
験
を
し
た
。

　

蒸
し
風
呂
状
態
の
体
験

　

当
日
は
６
月
上
旬
、
蒸
し
暑
い
環
境
の

中
で
、
雨
合
羽
に
マ
ス
ク
着
用
と
い
う
出

で
立
ち
で
の
農
薬
散
布
は
、
非
常
に
厳
し

く
過
酷
な
も
の

で
あ
っ
た
。
汗

の
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
て
い
る

よ
う
な
蒸
し
風

呂
状
態
で
あ
っ

た
。

　

第
２
回
目
の

研
修
が
７
月
８

日
に
開
催
さ
れ
た
。
研
修
内
容
は「
施
肥
・

摘
果
・
摘
葉
」
と
い
う
通
知
で
あ
っ
た
。

　

現
地
で
は
、
役
場
（
当
学
校
）
担
当
者

の
説
明
の
後
、
前
回
同
様
に
Ｊ
Ａ
営
農
担

当
者
を
囲
ん
で
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

研
修
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
方
法
で
「
摘
果
・
摘
葉
」
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
だ
す
だ
ち
の
実
そ

の
も
の
は
小
さ
く
、
い
か
に
摘
果
を
適
正

に
す
る
か
が
実
の
成
長
と
収
穫
に
影
響
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
後
に
な
っ
て
分
か
る

こ
と
に
な
る
。

　

収
穫
・
選
果
の
研
修

　

第
４
回
目
の
研
修
は
、
８
月
18
・
19
日

の
両
日
と
な
り
「
収
穫
・
選
果
」
の
研
修

通
知
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
真

～遊休農地農（NO）学校の風景～
5月14日に開講した農学校。半年の研修期間を終えた参加者から感想が寄せられました。

「
遊
休
農
地
農（
Ｎ
Ｏ
）学
校
に

「
遊
休
農
地
農（
Ｎ
Ｏ
）学
校
に

　
　
　
　
　

入
校
し
て
思
う
こ
と
」

　
　
　
　
　

入
校
し
て
思
う
こ
と
」

徳
島
市
在
住　

　

三 

木　

敏 

史



夏
の
真
最
中
と
い
う
こ
と
で
、
１
時
間
繰

り
上
げ
て
早
く
作
業
を
開
始
し
た
。
収
穫

の
基
準
と
な
る
２
Ｌ
サ
イ
ズ
を
収
穫
す
る

た
め
に
、
主
催
者
が
事
前
に
用
意
し
て
く

れ
た
針
金
で
作
っ
た
用
具
で
、
一
つ
一
つ

収
穫
時
に
大
き
さ
を
確
か
め
な
が
ら
収
穫

し
た
。
ま
た
生
果
と
加
工
と
の
「
選
果
」

の
方
法
を
学
ん
だ
。

　

第
５
回
目
の
研
修
は
、
８
月
25
・
26
日

の
土
曜
・
日
曜
日
の
連
日
と
な
り
、
以
降

は
毎
週
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

頃
よ
り
研
修
生
の
参
加
状
況
も
悪
化
し
、

日
に
よ
っ
て
は
役
場
職
員
と
私
の
２
人
の

み
と
い
う
日
も
あ
っ
た
。

　　

研
修
生
の
参
加
減
少

　

収
穫
は
最
盛
期
、
実
は
ど
ん
ど
ん
と
大

き
く
な
っ
て
い
く
一
方
で
、
研
修
生
の
参

加
は
低
調
と
な
る
。
主
催
者
も
積
極
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
く
れ「
家
族
や
友
人
、

知
人
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
」
と
い
う
内

容
の
通
知
を
頂
い
た
。し
か
し
、効
果
は
薄

か
っ
た
よ
う
だ
が
、研
修
生
に
よ
っ
て
は
、

家
族
や
知
人
の
参
加
を
得
た
人
も
あ
っ
た

し
、
私
自
身
も
妻
と
息
子
に
協
力
を
求
め

て
参
加
し
て
も
ら
っ
た
日
も
あ
っ
た
。

　

ま
と
め

　

10
月
７
日
、
収
穫
最
後
の
日
。
主
催
者

の
配
慮
も
あ
り
、
研
修
生
以
外
の
協
力
者

を
得
て
無
事
全
部
を
摘
み
取
る
こ
と
が
で

き
た
。
約
１
ヶ
月
半
程
度
の
期
間
を
要
し

た
も
の
の
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
感
無
量
で
あ
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
は
私
を
含
め

て
研
修
生
は「
す
だ
ち
栽
培
」の
基
礎
と
な

る
課
程
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
少
し
成

長
し
た
よ
う
に
思
う
が
、
あ
と
３
月
ま
で

半
年
を
切
っ
た
。
残
り
の
研
修
を
有
意
義

に
し
、
農
業
の
再
生
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
一
役
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
佐
那
河
内
村

や
徳
島
県
、
さ
ら
に
日
本
」
と
い
う
国
の

事
業
に
、
参
画
及
び
貢
献
で
き
た
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
仕
事
に
疲
れ
悩
ん
で

い
た
私
自
身
が
、
緑
豊
か
な
自
然
の
中
で

の
研
修
に
よ
っ
て
、心
身
共
に
癒
さ
れ
た
。

体
調
も
良
く
な
り
、二
重
の
喜
び
で
あ
る
。

　
「
遊
休
農
地
農（
Ｎ
Ｏ
）学
校
」
の
も

う
一
つ
の
コ
ー
ス
で
あ
る
「
い
ち
ご
」

栽
培
は
、
こ
れ
か
ら
が
大
忙
し
で
す
。

ハ
ウ
ス
を
建
て
て
ビ
ニ
ー
ル
を
張
る
準

備
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
邪
魔
し

て
き
ま
し
た
。

　
「
今
は
楽
し
く
作
業
し
て
い
る
が
、

正
直
最
初
は
不
安
だ
っ
た
。
や
る
気
を

持
っ
て
参
加
し
た
も
の
の
、
２
ヶ
月
作

業
が
遅
れ
て
い
る
だ
の
、
虫
が
付
く
だ

の
、
暗
い
話
題
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
。

今
は
た
く
さ
ん
の
指
導
者
や
地
元
の
い

ち
ご
農
家
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
教
わ
り
な

が
ら
、
や
る
気
と
希
望
を
持
っ
て
楽
し

く
作
業
し
て
い
ま
す
。」

植え付けられたいちご苗

冬に備えてハウスを張る準備中

いちご苗



　「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を確保するために、昭和23年12月の第 3回国連総会において
採択されました。
　国連は、世界人権宣言採択を記念して、採択日の10日を「人権デー（Human　Rights　Day）」と定め、
加盟国に対し人権擁護活動を推進するための各種行事を実施するよう要請しています。
　法務省及び全国人権擁護委員連合会は、今年も12月4日から10日までを「第 59回人権週間」として、各
種行事を実施します。
　お互いが相手の人権を尊重し、一人ひとりが人権について改めて考えることにより、豊かな人間関係を
作りましょう！
　人権についての悩みごとは、人権擁護委員や法務省にご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守ら
れます。

　村の人権擁護委員は次の皆さんです。《日下　常子さん　　佐河　賢一さん　　酒井　義明さん》

『第59回 人権週間』

　

こ
の
村
に
住
み
は
じ
め
て
、
九
年
に
な
る
。
小
さ

い
村
だ
け
ど
い
ま
だ
に
知
ら
な
い
所
、
知
ら
な
い
人
が

い
っ
ぱ
い
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
町
は
、
住
宅
街
が
多
く
、
近

所
の
子
と
遊
ぶ
の
が
毎
日
楽
し
み
だ
っ
た
。
そ
ん
な
生

活
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
田
舎
へ
や
っ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
、

わ
た
し
の
、
い
や
、
わ
た
し
た
ち
家
族
の
生
活
は
す
ご

く
変
わ
っ
た
。

　

住
み
は
じ
め
て
一
番
最
初
に
驚
い
た
事
は
、
学
校
か

ら
帰
っ
て
く
る
途
中
で
、
ご
近
所
の
ま
だ
ろ
く
に
顔
も

知
ら
な
い
よ
う
な
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
か
ら
「
お
帰

り
。」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
だ
。
道
で
す
れ
違
う

人
が
「
お
帰
り
。」、村
に
あ
る
お
店
の
お
ば
さ
ん
が
「
お

帰
り
。」、
向
か
い
の
家
の
お
じ
さ
ん
が
「
お
帰
り
。」。

わ
た
し
は
な
ん
て
返
事
し
た
ら
良
い
の
か
戸
惑
い
、「
こ

ん
ば
ん
は
」
は
お
か
し
い
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
「
た
だ

い
ま
」
と
小
さ
な
声
で
言
っ
た
。

　

こ
ん
な
事
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
で
は
あ
り
え
な

か
っ
た
。
ご
近
所
の
人
に
会
え
ば
も
ち
ろ
ん
あ
い
さ
つ

は
し
た
が
、
そ
れ
は
「
こ
ん
に
ち
は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」

で
あ
っ
て
も
「
お
帰
り
」
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
「
お

帰
り
。」
な
ん
て
、
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
人
か
ら
言
わ

れ
た
時
に
は
、
か
な
り
照
れ
く
さ
か
っ
た
が
、
な
ん
だ

か
心
が
ほ
ん
わ
か
と
温
か
く
な
っ
た
。
夕
闇
の
中
、
ご

近
所
の
家
の
灯
り
が
急
に
優
し
く
柔
ら
か
く
見
え
て
き

て
、
こ
の
村
が
少
し
好
き
に
な
っ
た
。

　

朝
に
な
る
と
、
向
か
い
の
家
の
お
ば
さ
ん
が
、
庭
で

取
れ
た
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。

留
守
中
に
夕
立
が
あ
っ
た
時
に
は
、
隣
り
の
家
の
お
ば

◎
は
じ
め
に　

　

平
成
19
年
９
月
12
日
、
徳
島
中
学
校
体
育
館
に
て
、「
第
53
回
青
少
年
非
行
防
止
並
び
に
少
年
の
主
張
県
下
中

学
校
生
徒
弁
論
大
会
徳
島
県
地
区
予
選
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
、
佐
那
河
内
中
学
校
を
代
表
し
て
、
２
年
の
市
原
成
美
さ
ん
（
丸
田
）
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
「
優
秀
賞
」
で
地
区
代
表
に
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
校
長
先
生
ほ
か
教
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
結

果
よ
り
、
内
容
が
素
晴
ら
し
い
。
ぜ
ひ
村
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
」
と
ご
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。

　

一
人
の
中
学
生
が
、
飾
り
気
の
な
い
言
葉
で
ま
と
め
た
文
章
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

「
温
か
い
村
」「

温
か
い
村
」　

           

市  

原　

成  
美



さ
ん
が
、
う
ち
の
洗
濯
物
を
取
り
込
ん
で
お
い
て
く
れ

る
。
２
軒
向
こ
う
の
お
ば
さ
ん
は
、
晩
の
お
か
ず
を
余

分
に
作
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
よ
く
持
っ
て
き
て
く
れ

る
。
母
が
風
邪
で
寝
込
ん
だ
時
に
は
、
隣
の
家
の
お
ば

さ
ん
が
心
配
し
て
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
た
。
こ
の
村

に
来
て
、
父
も
母
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
員
に
な
っ
た
父
は
、
村
内
の
会
に
出
た
り
、
地
域
で

の
お
祭
り
に
は
み
こ
し
を
か
つ
い
だ
り
、
笛
を
ふ
い
た

り
、
と
に
か
く
夕
方
に
な
る
と
よ
く
出
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

母
も
、
父
と
同
じ
よ
う
な
役
員
に
つ
い
て
毎
日
忙
し

そ
う
だ
っ
た
。
で
も
、
忙
し
く
て
も
い
や
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
楽
し
そ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

隣
の
家
の
お
ば
さ
ん
は
毎
日
の
よ
う
に
野
菜
や
果
物
を

持
っ
て
き
て
、
母
と
い
つ
ま
で
も
立
ち
話
を
し
て
い
る
。

そ
ん
な
父
と
母
を
見
て
い
て
、
最
初
は
少
し
驚
い
た
が
、

何
だ
か
う
れ
し
か
っ
た
。
で
も
、
一
番
変
わ
っ
た
の
は

わ
た
し
か
も
し
れ
な
い
。

　

ご
近
所
の
人
に
「
お
帰
り
。」
と
言
わ
れ
る
と
、「
た

だ
い
ま
。」
と
元
気
よ
く
答
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人

見
知
り
を
す
る
わ
た
し
は
、「
愛
想
の
な
い
子
」
と
よ

く
言
わ
れ
る
が
、
ご
近
所
の
人
に
会
う
と
い
つ
の
間
に

か
笑
顔
に
な
っ
て
い
て
、
自
分
で
も
意
外
だ
っ
た
。
わ

た
し
は
、
い
つ
の
間
に
か
こ
の
村
が
大
好
き
に
な
っ
て

い
た
。
知
ら
な
い
う
ち
に
、
わ
た
し
た
ち
家
族
は
す
っ

か
り
こ
の
村
に
溶
け
込
ん
で
い
た
の
だ
っ
た
。

　

わ
た
し
た
ち
中
高
生
は
、
精
神
的
に
不
安
定
な
時

期
に
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
わ
た
し
自
身
、
そ
う
感

じ
る
時
も
た
ま
に
は
あ
る
。
そ
ん
な
わ
た
し
た
ち
が

今
、
一
番
必
要
と
し
て
い
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
？
友
情
、

楽
し
い
学
校
生
活
、
部
活
動
な
ど
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
だ
と
思
う
が
、
で
も
そ
の
根
底
に
は
や
は
り
、
家

族
と
の
ホ
ッ
と
で
き
る
生
活
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。
い
つ
も
自
分
を
温
か
く
包
み
込
ん
で
く
れ
る
家

族
が
い
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
っ
て
初
め
て
、
わ
た
し

た
ち
は
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
に
思
い
切
り
打
ち
込
む

こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
。

　

そ
し
て
、
そ
う
や
っ
て
わ
た
し
た
ち
を
見
守
っ
て
く

れ
る
の
が
家
族
だ
け
で
な
く
、
村
も
だ
と
し
た
ら
、
な

ん
て
素
敵
な
ん
だ
ろ
う
。
村
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
家
族

の
よ
う
に
な
っ
て
お
互
い
を
思
い
や
り
な
が
ら
仲
良
く

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
れ
ば
、
そ
う
い
う
温
か
い
雰
囲

気
の
中
で
の
び
の
び
と
育
て
ら
れ
る
わ
た
し
た
ち
は
、

人
を
悲
し
ま
せ
た
り
傷
つ
け
た
り
す
る
な
ん
て
気
持
ち

に
は
絶
対
な
れ
な
い
は
ず
だ
。
非
行
や
犯
罪
を
防
ぐ
の

は
、
厳
し
い
校
則
で
も
な
け
れ
ば
警
察
の
力
で
も
な
い
。

人
と
人
と
の
心
の
触
れ
合
い
、
心
の
温
か
さ
だ
と
思
う
。

こ
の
村
で
暮
ら
し
、
改
め
て
そ
れ
を
知
っ
た
。

◎
お
わ
り
に

　

現
在
市
原
さ
ん
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
キ
ャ
プ

テ
ン
を
任
さ
れ
て
い
て
、「
大
役
だ
け
ど
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
が
助
け
て
く
れ
る
か
ら
頑
張
れ
る
。」
そ
う

で
す
。
ま
た
、将
来
は
、「
ま
だ
決
定
で
は
な
い
け
ど
、

保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
照
れ

く
さ
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
取
材
を
し
て
い

て
も
、
は
に
か
み
笑
い
が
絶
え
ず
、
素
朴
な
い
い
子

だ
な
と
感
じ
た
、
中
学
２
年
の
女
の
子
で
し
た
。　

　大学・大学院教育で生涯学習を始めませんか？親と子のあり方、仕事
の力量アップ、日常生活、教養、自分の発見などに役立てる。大卒資格
を取得する（短大・専門学校卒は編入可）。多忙な人も定年退職の人も、
一科目からマイペースで半年毎に学べます。
◎募集期間　  平成19年12月15日から2月29日まで（必着）
                        入試なし
◎願書請求　  放送大学徳島学習センター
                        （徳島市新蔵町２　Tel：088-602-0151）

放送大学４月入学生募集のお知らせ



衣
装
替
え
去
年
の
案
山
子
夫
婦
づ
れ　
　
　

西
村　

絵
美

汚
れ
な
き
山
風
連
れ
て
赤
ト
ン
ボ　
　
　
　

内
藤　

昭
文

無
花
果
や
唯
一
の
お
や
つ
遠
き
日
の　
　
　

青
木　
　

梢

秋
風
や
足
の
痛
み
に
貼
り
薬　
　
　
　
　
　

東
條　
　

照

初
生
り
の
棗
の
小
木
墓
地
古
き　
　
　
　
　

佐
々
木
チ
ヱ

皆
既
月
食
見
る
足
元
に
ち
ち
ろ
鳴
く　
　
　

安
喜　

貞
女

間
引
き
葉
の
さ
っ
と
茹
で
た
る
青
さ
か
な　

岡
山　

道
江

爽
や
か
に
表
彰
受
け
る
赤
リ
ボ
ン　
　
　
　

安
喜　

昌
子

旱
天
に
耐
え
て
黄
金
の
キ
ヌ
ヒ
カ
リ　
　
　

尾
山　

光
雄

も
つ
れ
舞
う
鏡
に
よ
ぎ
る
秋
の
蝶　
　
　
　

坂
田　

小
夜

す
ず
虫
の
音
に
さ
そ
わ
れ
眠
り
入
る　
　
　

丸
井　

明
女

雨
も
晴
れ
さ
そ
い
て
鳴
く
よ
法
師
蝉　
　
　

宮
林　

繁
喜

  

チャレンジ！チャレンジ！

 
小学生、稲刈り小学生、稲刈り小学生、稲刈り
チャレンジ！

　5月31日（木）に佐野弘和さんの水田で田植えをしてから4
待ちに待った稲刈りです。10月4日（木）、役場担当職員にご指

って慣れない手つきで稲刈りにチャレンジ！

　多くのみなさんへの感謝、自然への感謝、そして、収穫の喜びにひたりながら、貴重な体験を

することができました。子どもたちの感想を紹介します。

坂田章太さん……５月31日から、今日まで４ヵ月
もかかってどんどん生長して、80センチメートルく
らいまで伸びていたのでとてもうれしいです。佐
野さんが、消毒や草刈り、水の管理などお世話し
てくださったおかげです。ありがとうございました。

佐藤菜穂さん……植えたときは小さな緑の葉っぱ
だったのが大きくなっていました。田植えから稲刈り
まで体験できたことはとてもいい勉強になりました。
ご飯の一粒に、大きな協力やたくさんの苦労が入っ
ていることを実感しました。

東條祐希さん……稲を刈るときのザ
クザクという音がとっても気持ちよく聞
こえました。コンバインで稲刈りすると、
袋の中にどんどんお米が入っているの
で驚きました。おじいちゃんやおばあち
ゃんのお手伝いをしたいなと思いまし
た。

山川勇太さん……はじめは
少し怖いと思っていたけれど、
やってみるとザクザク切れた
からとても楽しかったです。た
くさん刈ることができてうれし
かったです。



　昨年から老人会が

環境美化の一環とし

て村のふれあい農園

を利用して、コスモ

スを栽培していま

す。今年も、色とり

どりのコスモスが咲

き乱れていました。

　この日は3歳児ク

ラスりす組の児童た

ちが来ていて、担任

の先生を先頭に、コ

スモス畑の中へ。ま

るでコスモス畑探検

隊でした!!

　この日は、参観日。第22回国民文化
祭佐那河内村実行委員会主催の「健康
と食生活の集い」に出展するための作
品づくりを保護者と一緒にしました。

10月25日（木）

10月上旬

きれ
いでしょ!!

かわいい作品かわいい作品
できました。できました。
かわいい作品
できました。

今年もお散歩に行ってきたよ!!今年もお散歩に行ってきたよ!!今年もお散歩に行ってきたよ!!



　私は以前勤めていた鳴門工業高等学校で、生徒の卒業後の進路、特に就職を希望する生徒に企業を斡旋するこ
とを主に携わっていました。その中で、企業に就職の際は、応募時の提出書類や採用試験の面接・作文について「就
職差別につながるとされる14項目」に抵触しないように理解と協力をお願いしてきました。その「就職差別につな
がるとされる14項目」を紹介します。

・本籍、家族関係をくわしく知ることは、本人の能力、適応及び意欲に全く無関係で
あって差別につながる。
1976（昭51）年戸籍法の一部改正により、1898（明31）年の戸籍法改正以来
の「公開の原則」は人権尊重を重視する立場から大幅に修正された。

①戸籍謄（抄）本の提出

②社用紙の使用
③身元（家庭）調査
④家族の職業、続柄、健康
⑤家族の地位、学歴、収入
⑥家族の資産
⑦住居状況（部屋数、間取りなど）

⑧宗教

⑨支持政党

⑩生活信条

⑪尊敬する人物

⑫思想

⑬本籍、生まれ育った場所

⑭生活環境に関する作文
（生い立ち、私の家庭、父・母を語るなど）

・労働者は労働の対価として賃金を受け取るものであって、労働力を提供しても決
して人格（人権の主体）を売り渡すものではない。したがって、応募者・受験者の
職務能力それ自体が問題であって、家庭環境や家庭の職業、財産の有無などは、
採用選考に際しては不要なものである。

・信教の自由は憲法で保障されている。特定の宗派を敬遠することは憲法第20条
「信教の自由」に違反する。

・憲法第19条「思想及び良心の自由」第21条「集会、結社及び言論出版、その
他一切の表現の自由」「通信の秘密」に違反する。

・憲法第14条「法の下の平等」に違反する。

・尊敬する人物をとおして思想や生活信条等を調査することになる。

・憲法第19条「思想及び良心の自由」に違反する。
　以上⑧～⑫までは憲法に定められた市民的権利を侵害し、人権形成の途上にあ
る未成年に無用の不安を与え偏見を強いるものといえます。

・特定の地域の出身者を排除しようとする意図がうかがわれ、「部落地名総監」な
どの利用に見られる社会の差別性とも深くかかわっている。

・作文を通じて①～⑬の項目を調査することになる。基本的人権を侵害する結果を
招く。

項　　　　　目 なぜいけないのか

佐那河内村の人権教育　VOL．130

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会

〈小学校体育館〉
 ※健康運動教室　
　 20：00～21：00　
 ※太極拳　
　 19：30～20：30

〈中学校体育館〉
 卓  球
　 19：30～21：30
 ※バドミントン　
　 20：00～22：00

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4

13 14 15

6 7 8

10 11 12

20 21 22

29

1716

9

18 19

2423

30 31

25 26 27 28

5

卓　球

太極拳

卓　球

太極拳

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

健康運動教室

健康運動教室

・※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
　事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加入の
　手続きをしてください。
・日程は変更する場合があります。



防
災
気
象
情
報

「
土
砂
災
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
」

〈
徳
島
地
方
気
象
台
よ
り
〉

夜間・休日救急診療の受診方法

内 科 ・ 小 児 科

外 科 ・ 整 形 外 科
外 科
整 形 外 科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
内 科・外 科・整 形 外 科
内 科・外 科・整 形 外 科
内科・呼吸器科・外科・消化器科・循環器科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
整 形 外 科

徳島市昭和町7-37

徳島市沖浜東2-16 ふれあい健康館1階

徳島市津田西町1-2-30
徳島市庄町4-6
徳島市八万町橋本92-1
徳島市中洲町1-31
徳島市寺島本町西2-37-1
石井町石井字石井231-1
徳島市北佐古1-1-8
徳島市二軒屋町1-1-16

622-3576

625-8353
662-5311
632-3328
668-1070
625-3535
623-2462
674-2311
631-7711
652-1119

高 木 病 院

徳 島 市 夜 間 休 日
急 病 診 療 所

寺 沢 病 院
松 永 病 院
協 立 病 院
中 洲 八 木 病 院
橘 整 形 外 科 病 院
麻 野 病 院
川島循環器クリニック
中 村 整 形

（月～土）19：30～23：30
（日・祝）09：00～17：00、18：00～23：30

医療施設名 診　療　内　容 所　　在　　地 電話番号

1． 比較的病状が軽い場合（軽傷・軽症）

2． 病状が重いと判断される場合（中・重症）速やかに搬送して医療処置を受けられるようにするためにも救急搬送車を活用してください。

あらかじめ受診を希望する医療機関に電話をしてから受診するようにしてください。

救急搬送車：679-3999

　　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
は
、
土
の
中
に
た
ま
っ
て

い
る
水
の
量
が
多
く
な
る
と
地
盤
が
緩
み
、
土
石
流

や
が
け
崩
れ
な
ど
の
発
生
す
る
危
険
度
が
高
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、防
災
白
書
に
よ
る
と
、土
砂
災
害
は
、

自
然
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
の
５０
％
前
後
を
占
め
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　　
近
年
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
の
上
陸
・
接
近
に
よ

っ
て
、
土
砂
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
写
真

は
、
平
成
１７
年
梅
雨
の
大
雨
に
よ
る
「
土
石
流
」
で

人
家
が
損
壊
し
た
も
の
で
す
。

　
土
砂
災
害
は
、
地
形
や
地
質
、
植
生
が
崖
ご
と
に

異
な
る
た
め
、
個
々
の
発
生
を
予
測
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
気
象
台
で
は
、
降
水
量
か
ら
土
の
中
に
た

ま
っ
て
い
る
水
の
量
（
土
壌
雨
量
指
数
）
を
予
測
し
、

土
砂
災
害
の
危
険
度
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
大
雨
に
よ
っ
て
、
「
土
砂
災
害
」
の
起
こ
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
「
大
雨
注
意
報
」
や
「
大
雨
警
報
」
を

発
表
し
ま
す
。
そ
し
て
、
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
さ
ら

に
高
ま
っ
た
と
き
に
は
、
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を

発
表
し
ま
す
。
こ
の
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表

さ
れ
る
と
、
い
つ
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
防
災
気
象
情
報
は
、
次
の
図
の
よ
う
に
災
害
か
ら
あ

な
た
を
守
る
た
め
に
発
表
し
ま
す
。
注
意
報
は
災
害
の

起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
警
報
は
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
防

災
気
象
情
報
は
、
そ
の
と
き
の
状
況
に
よ
っ
て
注
意
報

や
警
報
を
、
さ
ら
に
は
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し

ま
す
の
で
、自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
状
況
に
よ
っ

て
、
避
難
を
し
た

り
対
策
を
執
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

日
頃
か
ら
危
険
箇

所
や
避
難
場
所
、

避
難
経
路
の
確
認

を
行
な
い
、
防
災

気
象
情
報
を
上
手

に
利
用
し
て
、
災

害
の
防
止
や
軽
減

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

気象業務はいま（2006年）より

土
砂
災
害
の
危
険
度

防
災
気
象
情
報
と
は

土
砂
災
害
の
特
徴

身
を
守
る
防
災
気
象
情
報



マークの見方　　　…時間　　　…場所　　　…対象　　　…持ち物　　　…問い合わせ先時 所 対 持 問

総合健診のお知らせ
◎日　時　平成19年12月4日（火）　　◎場　所　農業振興センター1階会議室

結核・肺がん検診　100円　　喀痰検査　300円　　胃の検診　500円　
基本健診　600円　　肝炎ウィルス検査　300円　　大腸がん検査　300円
前立腺がん検査　1,000円　　歯科健診　無料

子宮がん検診　400円　　乳腺・甲状腺検診　250円　
マンモグラフィ　800円　　骨密度検査　400円

8：30～10：30

12：45～13：30

受 付 時 間 健 診 内 容 ・ 負 担 金

※肝炎検査対象者について
　次に該当する方が検診の対象者になりますので、ご注意ください。
　　①村内に居住地を有する方で、40歳以上の方
　　②平成14年度から平成18年度までの間に、肝炎ウィルス検診の対象者であって、受診の機会を逸した方
　　③基本健康診査において、GPT値により、要指導と判定された方
※前立腺がん検診の対象者について
　50歳以上の男性（問診と血液検査による前立腺特異抗原PSA値の測定を行います）
※乳がん検診の対象者について
　40歳以上の方を対象に、マンモグラフィと視触診併用検診になります。（2年に1回の受診が標準となっています）
※子宮がん検診について
　20歳以上の方が対象になります。（2年に1回の受診が標準となっています）

◆お問い合わせ先：健康福祉課　保健師 　

月

水

木

金

問

股関節脱臼検診

心配ごと相談・人権擁護相談
時
所
9：00～12：00　
農振センター2F（小和室）

家庭用廃ビニールなど収集日

子育てスペースのびのび

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
13：15～13：30（受付）　　
農振センター 

健康料理教室 持 米1合、エプロン、材料代200円
時
所
9：30～9：45（受付）　
農振センター

時
所
9：00～12：00　
農振センター2F（和室）

わんぱく教室 時
所
10：00～11：30　　
保育所

個人情報に関する内容のため削除しています

1　対　象　者　村内に住民票を有する65歳以上の人
2　期　　　間　平成19年11月15日から平成20年1月15日まで
3　実 施 方 法　個別接種（名東郡医師会及び徳島市医師会の会員で、予防接種実施を承諾した医師）
4　料　　　金　1,800円(接種した医療機関窓口でお支払いください)
5　接 種 回 数　１回
6　申し込み先　健康福祉課　 ※問診票、注意事項などをお渡しします。

母子手帳
乳幼児へのとっさの時の手当て・予防について
持

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円



問

日 曜 行　事　名 と　き・ところ 備　　考

金

土

火

水

木

月

水

木

金

日

火

水

木

金

月

◎11月は国民健康保険税（第5期分）・介護保
　険料（第3期分）の納期です！　お忘れなく！

子育てスペースのびのび

子育てスペースのびのび

子育てスペースのびのび

ふれあい昼食会

人権コンサート（前川裕美さん）

わんぱく教室

いきいき体操教室

いきいき体操教室

健康相談 健康手帳持

ほのぼの参観日（もちつき）

総合健診

健康相談

村人権大学講座
県外現地研修

ファミリーオリエンテーリング遠足

詳細は別紙を参照

小学生との交流

お話とピアノの弾き語りです。広く村民
のみなさんの参加を歓迎します。

わんぱく教室

家庭用廃ビニールなど収集日

家庭用廃ビニールなど収集日

健康料理教室

すずらん会交流
いもほり・焼き芋大会

時
所
9：30～14：30　
中央運動公園

時
所
7：00出発
岡山県渋染一揆資料館

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

家庭用廃ビニールなど収集日

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

持 米1合、エプロン、材料代200円

子ども劇場来演 10：45～

時
所
9：00～12：00　　
農振センター 2F（和室）

時
所
9：00～12：00　　
農振センター 2F（小和室）

時
所
13：30～15：30　
保健センター 

所 農振センター 

時
所
9：30～9：45（受付）　
農振センター

時
所
10：00～11：30　　　
保育所

時
所
9：00～12：00　　
農振センター 2F（和室）

時
所
9：00～12：00　　
農振センター 2F（和室）

時
所
11：00～14：00　　
農振センター 

時
所
10：00～11：30　　　
保育所

心配ごと相談・行政相談・
特別相談

いきいき体操教室
時
所
13：30～15：30
嵯峨老人憩の家

時

所
・
桜集会所　　　10：00～11：00
宮前公民館　　11：15～11：40
嵯峨生改センター13：30～14：30
嵯峨老人憩の家14：40～15：20

わんぱく教室（保健師相談日）

時
所
10：00～13：00　　
保育所

時
所
10：00～11：30　　
保育所

時
所
9：30～12：00　　
保育所

時
所
14：30～15：30　　
佐中体育館

時

所
・
寺谷生改センター10：00～11：00
保健センター　　13：30～14：00 
根郷集会所　　14：15～14：40

健康手帳持

持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人
運動しやすい服装

対

持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人
運動しやすい服装

対

時
所
13：30～15：30　
根郷集会所 持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人
運動しやすい服装

対

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円



保
護
さ
れ
た
タ
ヌ
キ
の
幼
獣

　　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
No．138

　

お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター（ 679－2238）

● 11月17日（土）　10時～14時
　　定例探鳥会「オオコノハズクを探しに行こう」
● 11月18日（日）　10時30分～15時
　　昆虫・小動物の観察会とゴミ拾い
● 11月 23日（金・祝）　9時～14時
　　山の冬鳥観察会（野鳥の会共催探鳥会）
● 11月24日（土）・25日（日）　10時～15時
　　炭を焼きながら焼き芋を楽しもう　
　　　　　　　　　　（焼き芋は25日のみ）
● 12月 1 日（土）　10時～15時
　　干し柿を作ってみよう
● 12月 2 日（日）　10時～14時
　　定例探鳥会「赤い小鳥」ベニマシコを見に行こう
● 12月 8 日（土）　10時～13時
　　里山でみかん穫りを体験してみよう（定員20名）
● 12月 9 日（日）　10時～15時
　　静かな名峰「二秀峯」へ

　

五
月
三
十
日
、
我
楽
の
山
岡
さ
ん
が
工

事
場
所
の
近
く
で
「
ク
マ
の
よ
う
な
動
物

の
子
ど
も
」
を
見
つ
け
保
護
し
て
い
る

と
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。
早
速
駆
け
つ

け
て
見
た
と
こ
ろ
、
生
ま
れ
て
一
週
間
程

た
っ
た
タ
ヌ
キ
の
幼
獣
で
し
た
。
見
つ
け

た
時
に
は
、
三
匹
い
た
そ
う
で
す
が
、
一

匹
は
カ
ラ
ス
に
さ
ら
わ
れ
、
一
匹
は
足
に

怪
我
を
、
も
う
一
匹
も
鼻
血
を
出
し
て
い

て
、
二
匹
と
も
非
常
に
危
う
い
状
態
で
し

た
。

　

県
内
で
は
、「
野
性
鳥
獣
救
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
と
い
う
制
度
が
あ
っ
て
私
も
こ

れ
に
登
録
し
て
い
る
の
で
、
時
々
野
性
動

物
の
保
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
間
も

な
い
幼
獣
の
世
話
は
初
め
て
で
す
。
実
際

に
授
乳
な
ど
を

行
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
直
ぐ
に

こ
ち
ら
が
寝
不

足
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
県
の

野
生
鳥
獣
救
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
頼
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
幸
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

が
す
ぐ
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

里
親
と
な
っ
て
く
れ
た
人
は
、
自
宅
で

は
犬
も
飼
っ
て
い
て
、
子
育
て
の
経
験
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
カ
月
半
の
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
野
外
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
職
場
か
ら
五
キ
ロ
先
の
林
道
の
土
捨
て

場
ま
で
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎

日
、餌
と
水
を
運
び
ま
し
た
の
で
、し
ば
ら

く
は
、
私
が
行
く
と
姿
を
現
し
て
い
ま
し

た
が
、次
第
に
姿
を

見
せ
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

数
日
後
、
三
キ

ロ
離
れ
た
車
道
に

出
て
一
匹
が
交
通

事
故
死
し
て
い
ま

し
た
。
人
に
慣
れ

て
し
ま
っ
た
の
が

原
因
で
す
。
も
う

一
匹
は
、
夜
間
元

気
に
走
り
回
っ
て

い
る
の
を
見
た
の

が
最
後
と
な
り
、

無
事
に
野
性
復
帰

を
果
た
せ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
市
原
）

保護された直後のタヌキ幼獣

シリーズ
村の行政財産である公共施設の詳細について紹介します。

佐那河内村立佐那河内小学校・体育館及び給食センター

広報さなごうち10月号Ｐ25において、誤りがありましたのでお詫び
して訂正いたします。

給食センター

体育館

校　舎

10月21日　大宮神社祭礼　→　大宮八幡神社　
　　　　　13：00～17：00　→　12：00～17：00

お
詫
び
と
訂
正


